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⑶　気候にえいきょうをあたえる地形 2

日本は，国土のおよそ4分の3が山地におおわれていま
す。標

ひょう

高
こう

（山の高さ）が高いところは気温が低く，標高が低
いところは気温が高くなっています。
また，季節風が山地にあたる地いきでは降水量が多く，
季節風が山地にさえぎられる地いきでは降水量が少なくな
っています。
※ 世界には，環

かん

太
たい

平
へい

洋
よう

造
ぞう

山
ざん

帯
たい

とアルプス・ヒマラヤ造山帯という2つの造山
帯があります。このうち，日本列島は環太平洋造山帯の一部となっている

ため，山地の割
わり

合
あい

が高くなっています。

　 日本各
かく

地
ち

の気候の特
とく

色
しょく

⑴　日本の気候区分 3

日本各地の気候は，大きく6つに分かれます。

 日本の気候区分

①　北
ほっ

海
かい

道
どう

の気候（年間の気温が低く，降水量が少ない）
②　太平洋側

がわ

の気候（夏の降水量が多い）
③　日本海側の気候（冬の降水量が多い）
④　中央高地の気候（冬の気温が低く，降水量が少ない）
⑤　瀬

せ

戸
と

内
うち

の気候（温暖で，降水量が少ない）
⑥　南西諸

しょ

島
とう

の気候（年間の気温が高く，降水量が多い）

⑵　日本各地の気候の特色 4 ･ 5 ･ 6 ･ 7 ･ 8

①　北
ほっ

海
かい

道
どう

の気候
北海道は日本の北部にあるため年間の気温が低く，特に
冬は月の平

へい

均
きん

気温が0℃以
い

下
か

となります。また，梅
つ

雨
ゆ

や台
風のえいきょうが少ないため，年間の降水量も少なくなっ
ています。

 梅雨・台風のえいきょうが少ない理由

　梅雨は，6月前後に，オホーツク海高
こう

気
き

圧
あつ

と太平洋高
気圧の間にできる梅

ばい

雨
う

前線によってもたらされます。北
海道はオホーツク海高気圧の勢

せい

力
りょく

が強いために梅雨前線
がのびてこないため，梅雨の長雨がないのです。
　台風は，赤道近くの海で発生します。そのため，北海
道に来るころには勢

せい

力
りょく

が弱まってしまうのです。

2

※北海道では冬に吹
ふぶき

雪になるので，道路の
位
い

置
ち

をあらわすスノーポールが多く設
せっ

置
ち

されています（写真は夏のようすです）。
スノーポールは，北海道以外でも，雪の
多い地いきで見られます。

▼ 3　日本の気候区分

①

②

③

④

⑥

⑤

：北海道の気候
：太平洋側の気候
：日本海側の気候

①
②
③
：中央高地の気候
：瀬戸内の気候
：南西諸島の気候

④
⑤
⑥

▼ 4　北海道の道路

▼ 2　日本のおもな山地・山
さん

脈
みゃく

筑紫山地

阿武隈高地
丹波高地

きた み

おう う

えち ご

たん ば

つく し

きたかみ

あかいし

て しお

ひ だか

で　わ

き　そ

き　い

ひ　だ あ　ぶ くま

日高山脈

北見山地
天塩山地

出羽山地

北上高地

奥羽山脈

越後山脈

飛驒山脈

木曽山脈

関東山地

赤石山脈

九州山地
四国山地

紀伊山地

中国山地

すず か

鈴鹿山脈

く，降
水量が

冬の降
気候（冬

内の気
南西

しょ

各地
道
どう

の
は日本の北部にあるため年間
均
きん

気 以下と
うが少ない

▼ 気候

候
気候
候

九州山

Sa
mp
l少ない）

い）
が低く，降水量が少ない）降水量が少ない）

で，降水量が少ない）が少ない）
候候（年間の気温が高く，降水量が多い（年間の気温が高く，降水
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発 展 学 習
　 世界の気候区分 1

世界の各
かく

地
ち

では，さまざまな気候が見られます。世界の気
候帯

たい

の中で，日本は温
おん

帯
たい

にぞくし，気温・降水量ともに平均
的
てき

で住みやすい環
かん

境
きょう

にあります。また，春・夏・秋・冬の四
し

季
き

の変
へん

化
か

があるのも特
とく

色
しょく

のひとつです。
ただし，日本の中でも北

ほっ

海
かい

道
どう

は冷
れい

帯
たい

〔亜
あ

寒
かん

帯
たい

〕，沖縄は亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

（温帯と熱帯の中間）にぞくします。

 偏
へん

西
せい

風
ふう

　日本の上空には，偏西風とよばれる西よりの風がふい
ています。日本で「天気が西から変

か

わる」といわれるの
は，この偏西風が西から雲を運んでいるからです。

　緯
い

度
ど

の基
き

準
じゅん

となる線で，春分と秋分のときに太陽が真
上を通ります。長さはおよそ40000kmで，赤道よりも
北が北半球，南が南半球です。

赤道

　 雨の多い島，屋
や

久
く

島 2 ･ 3 ･ 4

　鹿
か

児
ご

島
しま

県の南にある屋久島と種
た

子
ねが

島は，およそ20kmしか
はなれていませんが，ふる雨の量

りょう

（降水量）は，屋久島の方が
はるかに多くなっています。屋久島の年間降水量は
4265mmで，全国で最

もっと

も多いものです。
　これは，種子島には高い山がなく平地が多いのに対して，
屋久島には中央に高い山がそびえているからです。屋久島に
あるこの山は宮

みや

之
の

浦
うら

岳
だけ

といい，九州地方で最も高い山（1936

ｍ）となっています。
　屋久島では，海からの風が運んでくるしめった空気が中央
の山にそって上

じょう

昇
しょう

すると，冷
ひ

やされて雨雲となるために雨が
多くなります。平地が多い種子島ではこれが起こらないため，
雨が少ないのです。
※ 屋久島では，こうした気候や地形によってゆたかな自

し

然
ぜん

が残
のこ

されており，
1993年に世界自然遺

い

産
さん

の登
とう

録
ろく

地
ち

となりました。
※ 鹿児島県のある九州地方では，集中豪

ごう

雨
う

とよばれる短い時間にふるはげしい雨
のひ害

がい

を受けることが多くなっています。これは，海からもたらされるしめっ
た空気によって，連

れん

続
ぞく

して大雨をふらせる雲が発生することによるものです。

1

2

▼ 1　地球上をふく風

▼ 2　屋久島と種子島

▼ 3　屋久島と種子島の気候

屋久島 種子島

平
へい

均
きん

気温（℃） 19.9 20.2

降水量（mm） 4265.0 2283.0

日
にっ

照
しょう

時間（時間） 1485.5 1886.7

１mm以
い

上
じょう

の降雨の日数（日） 168 132

※2021年（1年間）の数
すう

値
ち

をしめしています。

偏西風

偏西風

北東貿易風

南東貿易風

偏西風

偏西風

北東貿易風

南東貿易風

赤道赤道

日本日本

屋久島
種子島

▼ 4　集中豪雨が発生するときの雨雲の
動き（九州地方）

雲の流される向き

成長した
雨雲

新しい
雨雲

あたたかく
しめった
南風

せい ちょう

衰退した
雨雲

すい たい

500m

東シナ海 九　州

秋分の
そ40

半球で

多い島
島
ま

県 しか
いま 久島の方
多くなっています。屋久島の年間
全 す。
島には高い山がなく平
高い山がそび
ら

岳
だけ

と

子島

屋久

Sa
mp
l太陽が真真

で，赤道よりもよりも

mp
l

久久島島

SSS
2 ･ 3 ･ 42 ･ 3 ･ 4

あるる屋久島屋 と種種
た

子子
ねがねが

島島は，およそは，お 2

ふる雨の量ふる雨の量
りょうりょう

（降水量）は（降水
います。屋久います
多いも

e屋久島
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　次の⑴～⑿の（　　　）にあてはまることば・数字を答えなさい。
□⑴　日本のまわりを流れる日本海流や対

つしま

馬海流は，（　　　）とよば
れる，水温の高い海流です。

□⑵　日本のまわりを流れる千
ち

島
しま

海流は，（　　　）とよばれる，水温
の低
ひく

い海流です。

□⑶　日本には，夏は南東から，冬は北西から（　　　）とよばれる風
がふき，しめった空気を運んできて雨や雪をふらせます。

□⑷　北
ほっ

海
かい

道
どう

をのぞく日本各
かく

地
ち

では，5月～7月にかけて（　　　）と
よばれる長雨のえいきょうで，降

こう

水
すい

量
りょう

が多くなります。

□⑸　⑷は，オホーツク海高
こう

気
き

圧
あつ

と太平洋高気圧の間にできる，
（　　　）によってもたらされます。

□⑹　北海道をのぞく日本各地では，8月～9月にかけて接
せっ

近
きん

・通
つう

過
か

（本州は上陸）する（　　　）によって，降水量が多くなります。

□⑺　日本の年降水量は，平
へい

均
きん

するとおよそ（　　　）mmです。

□⑻　中
ちゅう

部
ぶ

地方の内
ない

陸
りく

部
ぶ

は高い山々が多いため，（　　　）とよばれて
います。この地いきの気

き

候
こう

は，冬の気温が低く，降水量が少ない
という特

とく

色
しょく

を持っています。

□⑼　北
ほく

陸
りく

地方や山
さん

陰
いん

地方などの（　　　）側
がわ

の地いきの気候は，大雪
がふるため，冬の降水量が多いという特色を持っています。

□⑽　中
ちゅう

国
ごく

地方と四
し

国
こく

地方にはさまれた（　　　）海に面した地いきの
気候は，温

おん

暖
だん

で降水量が少ないという特色を持っています。

□⑾　⑽の海に面した地いきは，南側にある（　　　）山地により，夏
にしめった空気が入りにくくなっています。

□⑿　⑽の海に面した地いきは，北側にある（　　　）山地により，冬
にしめった空気が入りにくくなっています。

⑴ 

⑵ 

⑶ 

⑷ 

⑸ 

⑹ 

⑺ mm

⑻ 

⑼ 側

⑽ 海

⑾ 山地

⑿ 山地

と

気圧の

各地では
（　　　

本の年

地方 　）
この が低く，
を持

ん

陰
い

などの
降水

Sa
mp
lee

きる，き

9月にかけてにかけて接接
せっせ

近
きんん

・通・通
つうう

過過
かか

って，降水量が多くなります。降水量が多くなります

，平平均均
きん

するとおよそ（　　　）mmでるとおよそ（　　　

部部
ぶぶ

は高い山々が多いためは高い山々が多い
の気の気

き

候候
こう

は，冬の気は
ます。

e⑸⑸⑹ 
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基 本 問 題
1　次のＡ～Ｆの文を読んで，あとの問いに答えなさい。

Ａ　この地いきは年間の平均気温が20℃以
い

上
じょう

で，梅
つ

雨
ゆ

や台風のえ
いきょうで年間の降水量が多くなっています。
Ｂ　この地いきは年間の平均気温が低く，梅雨や台風のえいきょ
うが少ないため，年間の降水量が少なくなっています。
Ｃ　この地いきは冬に平均気温が0℃以下になる月があります。Ｂ
の地いきと同じく，年間の降水量が少なくなっています。
Ｄ　この地いきの気候は，近くを流れる暖

だん

流
りゅう

のえいきょうで温暖
であり，夏の降水量が多くなっています。
Ｅ　この地いきの気候は，近くを流れる暖流のえいきょうで温暖
であり，冬の降水量が多くなっています。
Ｆ　この地いきは，南北にある山地がしめった空気が入ることを
さえぎるため，年間の降水量が少なくなっています。

□⑴　Ａ～Ｆの文が説
せつ

明
めい

している地いきを，次の6つから１つずつ選
えら

び
なさい。

北海道　　　太平洋側
日本海側　　中央高地
瀬戸内　　　南西諸島

□⑵　Ａ～Ｆの文が説明している地いきを，
右の地図中のア～カから１つずつ選び
なさい。

□⑶　右の写真に関
かん

係
けい

の深い地いきを
説明した文を，Ａ～Ｆから１つ選
びなさい。また，写真中の下向き
の矢印（↓）は，どのような役わり
を持っていますか。かんたんに説
明しなさい。

ア

エ

オ

カ

ウ

イ

⑴

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

⑵

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

⑶

記
号

説
明

1

が入る
います。

を，次

太平洋側
　　中

戸内　

Ｆの
中の

イ

Ｅ

Ｃ

Sa
maSa

西諸島

明している地いきを，明している地いき
から１つずつ選びから１つ

mp
lepppplepleleleleleleleleleplepleppppppppppplplppplepppppplplplplplppppplpmp
leeら１つずつずつ選選
えらら

びびeppmp
leア

ウウ
p eeeeeeeＢ
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練 習 問 題
11 次の文章を読んで，あとの問いに答えなさい。

わたしたちのくらす日本は，世界の気
き

候
こう

区分でいうと①温
おん

帯
たい

にぞ
くします。しかし，同じ温帯といっても，地いきによって気候はさ
まざまです。
気候のちがいが出るひとつの理由は②海流で，暖

だん

流
りゅう

のえいきょう
を受けるところはあたたかく，寒流のえいきょうを受けるところは
気温が低

ひく

くなります。また，③その地いきの地形によっても気候の
特
とく

色
しょく

は変
か

わってきます。
また，夏と冬によって風向きが変わる（　④　）も，各

かく

地いきの気
候にえいきょうをあたえます。（　④　）のえいきょうを受けるとこ
ろは降

こう

水
すい

量
りょう

が多く，⑤えいきょうを受けないところは降水量が少な
くなります。
こうした気候のちがいは，日本各地にくらす人々の生活のちがい
につながってきます。各地の気候をよく理

り

解
かい

して，それぞれの地い
きに住む人々の生活について学習して下さい。

⑴　下線部①について，次の問いに答えなさい。
□①　温帯の特色を説

せつ

明
めい

した次のア～エの文のうち，まちがっている
4 4 4 4 4 4 4

もの
4 4

を１つ選
えら

びなさい。
ア　気温は世界的

てき

に見ても平
へい

均
きん

的なものである。
イ　降水量は世界のどの気候帯よりも多くなっている。
ウ　人々にとって，くらしやすい気候となっている。
エ　春・夏・秋・冬の四

し

季
き

の変
へん

化
か

があることが特色である。

□②　日本の多くの地いきは温帯にぞくしていますが，北
ほっ

海
かい

道
どう

は 
（　　　）帯にぞくしています。（　　　）にあてはまることばを答
えなさい。

□③　日本の多くの地いきは温帯にぞくしていますが，沖
おき

縄
なわ

は（　　　）
帯にぞくしています。（　　　）にあてはまることばを答えなさい。

⑵　下線部②について， 次のＡ～Ｃで説明された，日本の近くを流れ
る海流の名前をそれぞれ答えなさい。

□Ａ　太平洋側
がわ

を流れる暖流。
□Ｂ　日本海側を流れる暖流。
□Ｃ　太平洋側を流れる寒流。

発

⑴

①

② 帯

③ 帯

⑵

Ａ 海流

Ｂ 海流

Ｃ 海流

11

る。

量が少な

人々の
理解し

して下

の問い
説明し

つ選び
気温
降
人々にとって，くらしやすい気候となっている。
・夏 ことが

多くの地いきは温帯に
ぞくしていま

Ｂ

Sa
mp
leeple

ちがい
ぞれの地いれの地い

なさい。
ア～エの文のうち，まちがっているの文のうち，まちがっ

4 4 4 4 4 4 44 4 4 4

に見ても平に見ても平
へいい

均均
きんきん

的なものである。的なものである
世界のどの気候帯よりも多くなっ界のどの気候帯よりも多
て，くらしやすい気候とて，くらしやすい気
冬の四冬の四

し

季季
きき

の変
へん

化
か

が

ee
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⑶　下線部③について，次の問いに答えなさい。
□①　次の写真にしめした2つの島は，近い位

い

置
ち

にありますが，一方
は降水量が多く，一方は降水量が少なくなっています。Ａ・Ｂの
うち，降水量が多い方の島を選びなさい。

　　
Ｂ

Ａ

□②　①で答えた島は，なぜ降水量が多いのか，写真から考えて説明
しなさい。

⑷　（　④　）について，次の問いに答えなさい。
□①　（　④　）にあてはまることばを答えなさい。

□②　冬の（　④　）がふいてくる方
ほう

位
い

をしめしたものを，次のア～エ
から１つ選びなさい。

　　 ア
北 北 北 北

イ ウ エ

□③　（　④　）のように，風は日本の気候に大きなえいきょうをあた
えています。昔から，「天気は西から変わる」といわれますが，
これは日本の上空を西から東にふく風が関

かん

係
けい

しています。この風
を何といいますか。

□⑸　下線部⑤について，次のア～オのうち，（　④　）のえいきょうを
あまり受けず，年間の降水量が少ない地いきを2

4

つ
4

選びなさい。
ア　太平洋側の地いき　　　　　イ　日本海側の地いき
ウ　瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

に面した地いき　　エ　南西諸
しょ

島
とう

オ　中央高地

発

発

⑶

①

②

⑷

①

②

③

⑸

考えて

えなさ
ばを答

がふい
選びな

ア

うに

③

Sa
mp
leい。

方位をしめしたものを，次のしめしたものを，次のア～エ

北
イイ

SaSSSSSSSSSa
m北北

SS
ウウ

Sa
maaaamエm
eee
⑸⑸


